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日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
性
的
少
数
者
へ
の
ま
な
ざ
し 

  

同
性
愛
な
ど
性
的
少
数
者
ど
う
し
の
結
婚
を
法
律
で
認
め
る
か
ど
う

か
、
国
会
で
も
議
論
に
な
っ
て
い
る
。 

 

私
の
ゼ
ミ
の
学
生
が
性
的
少
数
者
に
つ
い
て
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

大
学
生
に
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
す
る
と
、
と
て
も
興
味
深
い
結
果
が
出

た
。 

 

「
同
性
婚
を
認
め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
は
、
日
本
の
方
が
少
し
多

い
。
一
見
す
れ
ば
、
日
本
の
方
が
寛
容
だ
。 

 

し
か
し
「
身
近
に
性
的
少
数
者
が
い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
学
生
は
ほ
ぼ
全
員
が
「
い
る
」
と
答
え
、
日
本
の
学
生
は
「
い
な

い
」
と
答
え
た
。
男
女
の
比
率
と
同
様
、
性
的
少
数
者
の
比
率
は
国
に
よ
っ

て
あ
ま
り
差
は
な
い
。
つ
ま
り
日
本
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
比
べ
、
性
的

少
数
者
が
オ
ー
プ
ン
に
表
明
し
づ
ら
く
、
身
近
に
い
て
も
気
づ
か
れ
な
い

の
で
あ
る
。 

 

ま
た
日
本
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
、
学
生
の
多
く
は
「
性
的
少
数
者
を

差
別
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
た
だ
し
、
内
容
が
違
う
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
「
性
的
少
数
者
の
権
利
・
人
権
を
守
り
、
差
別
を
許
さ
な
い
社

会
を
作
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
多
い
。
日
本
で
は
「
性
的
少
数
者
も
一

つ
の
個
性
だ
。
気
に
せ
ず
普
通
に
付
き
合
え
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
多

い
。
つ
ま
り
日
本
で
は
、
「
な
ぜ
性
的
少
数
者
が
一
つ
の
個
性
と
し
て
尊

重
さ
れ
ず
、
普
通
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」
ま
で
踏
み
込
ん
で

考
え
る
姿
勢
が
希
薄
な
の
だ
。 

     

「
家
族
や
恋
人
な
ど
身
近
な
人
が
性
的
少
数
者
だ
と
表
明
し
た
ら
、
ど

う
感
じ
る
か
」
と
の
質
問
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
は
ほ
ぼ
全
員
が

「
も
っ
と
深
く
相
手
を
理
解
し
た
い
」
と
答
え
た
。
一
方
、
日
本
の
学
生

に
は
「
抵
抗
感
が
あ
る
」
と
の
答
え
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
日
本
で

オ
ー
プ
ン
に
表
明
し
づ
ら
い
の
も
当
然
だ
。 

 

「
差
別
を
し
な
い
自
分
」
か
ら
、
「
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
」
へ
。
大

事
な
こ
と
は
「
身
近
な
問
題
で
は
な
い
か
ら
気
に
し
な
い
」
と
い
っ
た
事

実
上
の
無
関
心
で
は
な
い
。
見
え
な
い
隣
人
へ
の
関
心
と
想
像
力
だ
。 


